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会議録 
会議の名称 社会教育委員の会議（第4回臨時会）会議録 
開 催 日 時 平成25年6月3日（月曜日）午後1時15分から4時15分まで 
開 催 場 所  保谷庁舎3階 会議室 

出 席 者 

委員：須永議長、齋藤副議長、内田委員、川﨑委員、倉島委員、操野委

員、濱崎委員、原委員、矢野委員、 
（欠席）屋宮委員、山田委員 
事務局：神田主査       

議 題 （1）社会教育施策の今後のあり方について 
配 布 資 料 資料1 社会教育施策の今後のあり方について（提言）第5案  
記 録 方 法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会 議 内 容  
・第3回臨時会の会議録を承認する。 
 
（1）社会教育施策の今後のあり方について 
※配布資料1「社会教育施策の今後のあり方について（提言）第5案」について検討し、

文面の修正、加筆等を行う。 
 
主な意見 
 
○委員： 
4ページの「好評な」という表現については、施策としては「好評な」と表現し、その

事業がどういうイメージなのかについては、文章の中で説明したらどうだろうか。 
 
○委員： 

地域生涯学習事業では、担当者が公民館講座に参加し、講座で学習したことを地域生

涯学習事業に取り入れたりする事もある。公民館との連携が出来れば、講師選びや事業

のPRなどもスムーズに進められると思う。 
 
○委員： 
7ページの郷土資料室経由のミニバスの運行は難しいかもしれない。 

 
○委員： 

別な方法での施設のPRが考えられないだろうか。 
 
○議長： 

文化財の活用部分は、次回整理してまた提案したい。 
 
○委員： 

学んだことを活かすということで、フォークダンスを老人施設で披露してもらったこ

とがある。地域の人たちに活動の成果を発表する機会を用意することはとても大切だと

思う。 
 
○委員： 

ボランティア活動も楽しくないとだめだろう。行政の方も市民や団体に手を貸してほ

しいというメッセージを出すことも必要だろう。 
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○委員： 

ボランティアと社会教育の関係は、社会教育の講座や事業に参加することが、ボラン

ティア活動につながり、地域の担い手になっていくということだろうか。 
 
○委員： 
9ページの（施策3）の部分は、文章のみで長く、読みづらい気がする。文章を分け

て、内容ごとに見出しをつけたらどうだろうか。 
 
○議長： 
1ページの「はじめに」と2ページの「あり方と課題」については内容を確定する。提

言1の（施策1）（施策2）、提言2の（施策1）については、今回出された意見に添って修

正する。提言2の（施策2）と（施策3）については、再度案文を作成するので、提言3と
「あとがき」部分と合わせて、次回検討したい。 
 
○議長： 

以上で本日の社会教育委員の会議（第4回臨時会）は終了する。 
 
※次回会議 平成25年6月14日（金曜日）午後2時から 
 

 


